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ルベル研究に関する分野別参考目録』（Los estudios amaziges: Bibliografǐa 









































































るが，その発音は imāhagen，imājaghen，時には imūšagh となる（８）。この
うちみずからを imājaghen と称するベルベル人が居住する地域はサヘル
（Sahel）とよばれ（９），ニジェールには 50万人，マリには 30～ 40 万人が居
住するとされている。またアルジェリア最南部のホッガル高原（Hoggar）や
南東部のヌアッジェル高原にあるタッシル・ヌアッジェル（Tassili n’ Ajjer）





























































































































































── 1989 ～ 1990：世界へ発信された ‘amazigh’ の存在
　1980 年代は北アフリカ一帯で民主化運動が促進された変動の時代であっ








































































　既に 1872 年モロッコのタンジェール（Tanger）で，宣教師 J. María 
Lerchundi が Rudimentos del árabe Vulgar que se habla en el Imperio de 
Marruecos（『モロッコ王国で話されている口語アラビア語の初歩』）を発刊
していたことを幸いに，北アフリカの言語の把握が始まった。かなり後の時
代になって発刊された Ginés Peregrín: Rudimentos de berber rifeño（『リーフ語
の初歩』）Tetuán, 1944.によると，Lerchundiの著は，当時彼が現地人から聞
いたそのままの口語アラビア語やリーフ語を取りあげているとの報告があ
る。Lerchundi の著に大いに啓発され，20世紀になって，Pedro Sarrionaindia: 














　さらにフランシスコ会の宣教師で Los berbéres marroquíes（『モロッコのベ





Expedición al Rif ; Su importancia, necesidad y conveniencia（『リーフへの遠征
隊：その重要性，必要性，適合性』）Madrid, 1958, p.94 は，Esteban Ibañez 
の 1944 年の辞典に言及し，彼の語彙研究の業績を高く評価している。また
歴史学者 J. Rivera: Influencia berberiscas en el Reino de Valencia（『バレンシア




　またこの著書に先だつこと20年，Isidro de las Cagigas: Influencias berberiscas 
en el Reino de Valencia, Madrid, 1946,  pp. 113-31 には，スペインのかつてのバ
レンシア王国に，ベルベル人がもたらした様々な側面での影響が詳細に記さ
れている。その後 J. Olivar Asín: En torno a los orígenes de Castilla（『カスティ







北アフリカ史の中のベルベル語─言語的側面からの検証２─ （ 55 ）
llengua Rifenya: Tutlayt tarifit, Servicio de Publicaciones de la Universidad 



















プロジェクトの研究報告書を作成しているのは，奇しくも J. María Lerchundi
（1836-1896）の功績をたたえて建造された在モロッコ・レルチュンディ図書











１）Alphonse: Leguil『シーワのベルベル語に関する一考察』“Notes sur le parler 





語の細分化方言で，話者人口 17～ 18 万が想定される。
３）Aures山地は確かにアトラス山脈の継続であるが，モロッコ国内のアトラス山脈










World Christian Database (2000), BRILL
６）ゼナタ系ベルベル語は《Tazenatit》とよばれ，その言語的特質に関しては以下の
資料が詳しい：
“Le dernier document en berbère de Tamentit”, Awal 1 (1985)
René Basset, “Notes de lexicographie berbère”, Journal Asiatique,  vol. X, 1887: p. 390.
Maarten Kossmann, “Cinq notes de linguistique historique berbère”, Etudes et 
Documents Berbères, 17, 1999 : pp. 131-152
７）アルジェリア北部のオラン県（Oran）や南東部ワルグラ県（Ouargla）にあるオア
シスの町トゥッグルト（Touggourt）でも，１万人ほどのベルベル語話者が確認され
北アフリカ史の中のベルベル語─言語的側面からの検証２─ （ 57 ）
ている。
８）ベルベル語本来の /z/の音がアルジェリア南部では /h/， マリ南部やニジェールで
は /j/，『さらにマリ北部では /š/となる事実については，前稿（『創価人間学論集』
５号 p.27）でも取り上げた。
９）“Sahel ” は Littral「沿岸」を意味するアラビア語で ,従来はアフリカ大陸の西は大
西洋岸から東はエリトリア（Eritrea）までの 400 万平方キロメートルを想定している。
そして北はサハラ砂漠，南はサバンナに接する亜熱帯地域である。
10）H.Claudot-Hawad (dir.),《Touareg, Exil et résistance》，Revue de l’Occident (puis du 
monde) musulman et de la Méditerranée, 57, Aix---en Provence (1990), p.9.
11）Charles Pellat :《berbères》，Encyclopaedia of Islam. (1960), pp. 1173~1187.による。
しかしながら，2011 年のカダフィー政権崩壊後，リビア国内のベルベル人の居住地
がどのように変遷したかに関しては，当分の間フィールド調査は困難である。
12）J. Onrubia-Pintado:《Canaries》，Encyclopédie Berbère XI, Aix---en Provence













17）Parti du Peuple Algérien
18）Académie Berbère d’ échange et de recherches culturelles：1969 年にこの協会はベ
ルベル語による “Agraw Imazighen ” という名称に変更されている。
19）Groupe d’Études Berbères de Vincennes
20）Bulletin d’Études Berbères
21）モロッコベルベル研究文化交流協会（Assotiation marocaine de Recherche et 
d’Échange Culturel）
22）ハッサンⅡ世は 1961 年から 1999 年の死去まで，国王としてモロッコを統治した。
その後は子息のモハメッドⅥ世が即位し現在に至っている。
23）「文化・民主連合」 Rassemblement pour la Culture et la Démocratie
24）「社会主義勢力戦線」Font des forces socialistes
（ 58 ）
25）‘bujaia’ は正式には ‘bujaïa’ と表記される。この地名はアラビア語では ‘bijāya’ フ
ランス語では ‘bougie’ さらにベルベル語地名では ‘vgaiet’ となっている。その他 ‘bujia’
‘bujaia’ などの表記もある。
26）Haut Commissariat à l’Amazighité
27）当時ベルベル研究が直面していた状況に関しては ,その後親子２代にわたってベ

















32）平和中島財団国際学術研究助成（平成 24～ 25 年）「北アフリカ先住民ベルベル人
のルーツを求めて」
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